
  

【プロフィール】 
 
ならそら代表 
一般社団法人 CHISOU 理事 
大阪芸術大学デザイン学科講師 

 
1971 年大阪府生まれ 
システムエンジニア、建築設計・ 
施工の仕事を経て、2011 年からは 
”survive with everyone”を 
ビジョンに、空間・プロダクト・ 
広告・教育・まちづくり・公共事
業などあらゆる領域のプロデュー
スを手がける。 
また「超珍しい！」を見つけて 
みんなでまちを明るくするまち歩
き『超珍』、ツッコミで地元愛を育
てるまち歩き『世界ツッコミまち
歩き』など、「歩いて学ぶ」プログ
ラムの研究・開発も行う。 

山本 あつし 氏 

(事業プロデューサー) 

「表紙の人」は、事業プロデューサーで大阪芸術大学デザイン学科講師の山本 あつし

さんです。奈良県景観デザイン賞では前回・前々回と審査員をつとめていただきました。

本年の「場を生むデザイン賞」においても審査員をお願いしています。 
 

■「場を生むデザイン賞」の紹介映像で「住」という文字についてお話されていました。 

「住」は「人が主（あるじ）」と書きます。つまり住むということは、建物がメインで

はなく人が主体であるということ。世界中で SDGs が注目を集めるいま、物質性ではなく

精神性をより重要視する時代になり、建築に求められるものも変化しています。20 世紀の

建築家ル・コルビュジェは「住宅は住むための機械である」と言いましたが、言い換える

とこれは「人をいきいきとさせることこそ建築の役割」ということ。その理想に社会の要

求がより近づいてきたように思います。 

■「場を生むデザイン賞」と従来の景観デザイン賞との違いはどこにあると考えますか？ 

前々回、2016 年の景観デザイン賞では、知事賞に「Good job! Center KASHIBA, Good 

job! Center Studio」が選ばれました。障害のある人のアートをデザインによって社会と

結びつけ、地域を巻き込みながら展開していく素晴らしいプロジェクトでした。また 2018

年の前回は、地域型アートイベントをきっかけに、低予算にもかかわらずコミュニティの

結節点を具現化した「小南家のリノベーション」が知事賞を受賞し、建築単体の芸術性の

みならず、建築と人の関わりが評価され、この賞自体が成長したと感じました。その流れ

を汲んだ今回の「場を生むデザイン賞」の開催は、まさに時代に見合った進化であると感

じています。 

■奈良における「場を生むデザイン」の現状について伺います。 

2011 年の東日本大震災を機に、都心部から地方への移住が活発になりました。そこから

各地で新たな交流が生まれ、奈良でもこの 10 年でいままでになかった暮らし方や働き方

をする人が増えたと感じます。それに伴って「人が主」の場づくりも、あちこちで見られ

るようになってきました。若い作家の作品を紹介する元洋品店のギャラリー、町屋を改装

した足湯休憩所のあるゲストハウス、週末だけ自宅を開放してオープンする私設図書館、

他にも商店街にシェアオフィスが誕生するなど、異業種・異分野の多様な人々が出会い、

知恵や知識を共有する機会が増えてきました。こうした「共有空間のデザイン」を、建築

のハードだけではなくソフトも含めて評価し、広く紹介することは大変意義のあることで

す。私たちはいま、先行き不透明な「VUCA（ブーカ）の時代」を生きています。今回の賞

でも審査員は建築分野だけでなく、私を含めて他分野の方々が集まりましたが、互いの視

座や視点を共有しながら広い視野を持ち、それぞれが自らの未来をつくりだしていくこと

が求められています。奈良県建築士会の皆様には、今後もこのような事業を通して建築の

新たな時代を切り拓いていく存在であっていただきたいと願います。 

■ありがとうございました。         【記：教育・事業委員会 吉田 泰造】 

「場を生むデザイン賞」 

審査員紹介映像は、ＱＲ 

コードからご覧下さい。 




